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6 月 22 日の平和の日を中心に、平和の折り鶴の展
示やパネル展を開催しました。特別企画展「戦後 70
年 明日の各務原市へ」では、戦時資料とともに、戦
闘機「飛燕」の初公開資料を展示。当時の事実を伝
える貴重な資料に、大きな注目が集まりました。

戦後 70年を迎え、特別展などを開催

各務原市の
２０１５年
を振り返る

6

1 歳を迎えたお子さんを地域で祝う「1 才おめで
とう事業」が新たにスタート。地域ボランティア
の皆さんとともに、子どもが無事 1 歳を迎えたこ
とを喜び、地域との「きずな」を深める場として、
各子ども館で毎月 1 回開催されています。

みんなで祝う「1才おめでとう事業」

5

関・美濃加茂・各務原の 3 市間で、協力して事業
や課題に取り組む「地方創生の広域連携協定」を
締結しました。11 月からは同協定に基づく、最
初の事業としてクラウドファンディング「FAAVO

（ファーボ）美濃國」をスタートしました。

３市協定で地方創生

9

企画から撮影まで、市民が中心となって制作に取
り組んだ地域発信型映画「きっといつの日か」が
完成しました。8 月 30 日には待望の市内での上映
会が開催され、出演者らが舞台あいさつなどを行
いました。

地域発信型映画「きっといつの日か」上映

8

2 年間かけて見直しを進めてきた「ふれあいバス」
のリニューアル運行がスタート。運行本数が大幅
に増便したほか、新たに「ふれあいタクシー」の
運行も開始。皆さんの交通の足として、より便利
に進化しました。

ふれあいバスがリニューアル！
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各務原市と米国エバレットコミュニティカレッジの
間で、航空機産業を核とした協力・交流についての
連携協定（覚書）を締結。産業人材育成やビジネス
マッチング、技術支援、情報交換や教育交流などに
ついての具体的な取り組みを進めていきます。

エバレットコミュニティカレッジと
　　　　連携協定を締結

11

主
な
出
来
事

市内小学生を対象に、１泊２日で避難所体験や防
火クラブ員研修で、防災に対する知識や、自助・
共助における考え方、取り組みについて学びまし
た。参加した 62 人の児童が、将来、防災リーダー
として活躍してくれることが期待されます。

小学生が「防災キャンプ」に参加

7月

月

月

月月

月 月

■
市
民
協
働
で
各
務
原
市
の
魅
力
を
発
信
、「
河

川
環
境
楽
園
夏
フ
ェ
ス
」
開
催
（
７
月
12
日
）

■
全
国
育
樹
祭
に
向
け
「
森
づ
く
り
リ
レ
ー
」

を
開
催
（
７
月
18
日
）

■
「
寺
子
屋
事
業
」
新
た
に
福
祉
体
験
学
習
も

開
催
（
８
月
５
日
）

■
「
ホ
ッ
ケ
ー
指
導
者
派
遣
協
定
」
を
川
崎
重

工
業
株
式
会
社
航
空
宇
宙
カ
ン
パ
ニ
ー
と
締
結

（
８
月
24
日
）

■
市
内
小
中
学
校
全
学
級
に
電
子
黒
板
な
ど
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
配
備
（
９
月
１
日
）

■
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
科
学
博
物
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想
を
発
表
（
９
月
１
日
ほ
か
）

■
「
し
あ
わ
せ
実
感
か
か
み
が
は
ら
総
合
戦
略
」

を
策
定
（
10
月
14
日
）

■
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
、
リ
オ
五
輪
出
場
決
定

（
10
月
22
日
）

■
水
道
水
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
「
か
か
み
が
は
ら
の

水
」
が
完
成
（
10
月
27
日
）

■
市
民
ア
イ
デ
ア
満
載
の
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
日
和
」

を
開
催
（
11
月
３
日
）

■
「
各
務
原
市
観
光
ア
プ
リ
」
が
完
成
（
１
月

20
日
）

■
基
本
構
想
を
策
定
、
市
民
と
と
も
に
「
新
庁

舎
建
設
」
へ
（
２
月
24
日
ほ
か
）

■
春
を
音
楽
で
彩
る
「
春
か
ぜ
音
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
（
３
月
７
日
～
22
日
）

■
市
の
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
（
４
月
１
日
）

■
「
副
市
長
２
人
制
」
が
ス
タ
ー
ト
、
小
鍋
泰

弘
副
市
長
が
就
任
（
４
月
１
日
）

■
旧
勤
労
青
少
年
運
動
場
か
ら
「
総
合
運
動
公

園
」
に
改
称
、
着
々
と
整
備
が
進
む
（
５
月
24

日
ほ
か
）

■
「
各
務
原
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
（
６

月
24
日
ほ
か
）

■
「
か
か
み
が
は
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を

発
行
（
６
月
19
日
ほ
か
）

10
月

11
月

9
月

8
月

7
月

6
月

5
月

4
月

３
月

２
月

１
月
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第
25
回

高
校
生
美
術
展

高
校
生
美
術
展

第
25
回

最優秀賞

最優秀賞

「
臨り

ん

伊い

と都
内な

い
し
ん
の
う

親
王
願が

ん
も
ん文

」

書

【
絵
画
の
部
】

▼
最
優
秀
賞
＝
小
嶋
一
路（
加
茂
２
）▼
優
秀
賞
＝
広
瀬
文

音（
岐
阜
北
１
）、
直
井
遼
太
郎（
富
田
２
）▼
奨
励
賞
＝
笹

田
栞
里（
岐
阜
女
子
２
）、
玉
城
ヨ
シ
オ（
加
茂
２
）、
岩
崎

佑
梨（
岐
阜
城
北
３
）

【
デ
ザ
イ
ン
の
部
】

▼
最
優
秀
賞
＝
松
原
礼
奈（
岐
阜
総
合
２
）▼
優
秀
賞
＝
松

葉
奈
々
帆（
長
良
２
）、松
尾
芽
依（
岐
阜
総
合
２
）、細
野
可

那
子（
岐
阜
女
子
３
）、
黒
田
侑
花（
同
３
）▼
奨
励
賞
＝
杉

山
鈴
奈（
岐
阜
農
林
１
）、
森
下
映
美
華（
岐
阜
聖
徳
１
）、

森
祐
奈（
岐
阜
女
子
３
）、
山
越
正
義（
各
務
原
養
護
１
）

【
立
体
の
部
】

▼
最
優
秀
賞
＝
サ
サ
キ 

フ
ェ
リ
ペ 

ユ
ウ
イ
チ
（
加
茂

１
）
▼
優
秀
賞
＝
多
和
田
一
樹
（
不
破
３
）
▼
奨
励
賞

＝
髙
井
鈴
那
（
加
茂
２
）

【
写
真
の
部
】

▼
最
優
秀
賞
＝
窪
田
知
紗
（
岐
阜
各
務
野
２
）
▼
優
秀

賞
＝
小
川
詩
織
（
岐
阜
各
務
野
１
）、
小
林
伊
織
（
岐

山
２
）、
川
合
那
奈
（
加
茂
２
）
▼
奨
励
賞
＝
平
光
英

里
奈
（
岐
阜
各
務
野
２
）、
正
木
百
香
（
岐
阜
２
）、
道

家
万
智
（
岐
山
２
）、
中
村
優
花
（
加
納
２
）、
堀
七
海

（
岐
阜
農
林
１
）

【
書
の
部
】

▼
最
優
秀
賞
＝
後
藤
沙
梨
菜
（
岐
阜
各
務
野
３
）
▼
優
秀

賞
＝
宇
野
直
香
（
各
務
原
２
）、
畠
山
美
奈
（
各
務
原
西

２
）、
坂
井
彩
華
（
岐
阜
２
）、
前
田
紗
良
（
岐
阜
北
１
）、

飛
田
和
泉
（
岐
阜
農
林
２
）、細
江
静
里
奈
（
飛
騨
高
山
２
）

▼
奨
励
賞
＝
伊
藤
悠
伽
（
各
務
原
西
２
）、薫
田
茉
奈
（
岐

阜
各
務
野
３
）、石
田
菜
月
（
同
３
）、坂
美
穂
（
岐
阜
２
）、

豊
島
有
紗
（
同
２
）、
馬
淵
優
季
（
同
１
）、
山
口
和
香
奈

（
岐
阜
北
２
）、
植
田
絢
子
（
長
良
２
）、
長
谷
部
安
美
（
関

商
工
１
）、
野
尻
水
希
（
飛
騨
高
山
２
）

詳
細　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）１
０
４
２

11
月
28
日
～
12
月
３
日
に
、
高
校
生
美
術
展
が

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
あ
す
か
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
の
応
募
点
数
は
３
９
９
点
。会
場
に
は
、各

部
門
の
入
選
以
上
の
作
品
１
５
７
点
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

小嶋一路さん
（加茂高校２年）

窪田知紗さん（岐阜各務野高校２年）

後
藤
沙
梨
菜
さ
ん

（
岐
阜
各
務
野
高
校
３
年
）

松原礼奈さん
（岐阜総合学園高校２年）

ササキ フェリペ
ユウイチさん

（加茂高校１年）

【選評】
教室という見慣れた場所を題
材に絵にしている点が良い。
一番手前の机や床に落ちてい
るプリント、少しずらした椅
子に構図の工夫がみられる。

【選評】
針金を何度も巻きつけ、力強
くはばたこうとする動きを良
く表現している。

【
選
評
】

紺
紙
に
金
泥
を
用
い
、
大
変
多
く

の
字
数
を
書
い
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
気
脈
が
通
り
、
筆
圧
の

変
化
、
鋒
先
の
開
閉
が
変
幻
自
在

で
あ
る
。
最
優
秀
賞
の
名
に
ふ
さ

わ
し
い
傑
作
で
あ
る
。

【選評】
骸骨とさまざまな食品を丁寧に
描き、現代の食文化について考
えさせる作品。テーマを意識し
た作品作りが評価された。

【選評】
構図が非常に良く、主題を中心に置いた安定性と副題
での自転車、蛍光灯の入れ方がおもしろい。明暗もはっ
きりして落ち着きがある。何げなく立つ少女のポーズ
がうまく表現されている。

絵画絵画

「放課後」「放課後」

「
臨り

ん

伊い

と都
内な

い
し
ん
の
う

親
王
願が

ん
も
ん文

」

「喰
しょく

」「喰
しょく

」

「鳥
ちょうめい

命」「鳥
ちょうめい

命」

「少女。」「少女。」

各
部
門
の
入
賞
者
（
敬
称
略
）

写真写真

デザインデザイン

立体立体

書

最優秀賞

最優秀賞

部
分
拡
大

最
優
秀
賞
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　多読は、簡単な英語をたくさ
ん読むことで英語力を身につけ
ていく方法です。英語力アップ
に実績のある講師が、わかりや
すくそのポイントを説明します。
ぜひ、ご参加ください。

【講演会】
日時　1 月 10 日（日）　13:00 ～
15:00　
定員　80 人（申込順）
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）

【フォローアップ講座】
日時　1 月 31 日（日）　10:00 ～
12:00
定員　50 人（申込順）
場 所　中央図書館 4 階第 2 研
修室（那加門前町 3）

【共通事項】
講師　西澤一・豊田高専教授
申込と詳細　各開催日の前日ま
でにタイトルを英文多読講演会
とし「氏名、ふりがな、電話番
号」を明記し、メール kia@city.
kakamigahara.gifu.jp、 ま た は
電話で市役所ブランド創造課内
各務原国際協会事務局☎ 058-
383-1426

英語に親しもう
「英文多読講座」

期日　1 月 24 日（日）
【もちつき大会】　

　餅つきに参加したい方、つき
たてのお餅が食べたい方は、ぜ
ひ参加してください。
時間　 ▽ 整理券配布＝ 12:30 ～
13:00 ▽ 餅つき＝13:00 ～ 15:00

（なくなり次第終了）
定員　250 人程度（1 人 1 回）
場所　温水プール玄関ポーチ前

【フリーマーケット出店者募集】
　当日にフリーマーケットを開
催します。出店してみませんか。
時間　10:00 ～ 15:00（雨天中止）
場所　市民プール駐車場
定員　30 ブース（申込順）
申込　直接、市民プール受付

【共通事項】
申込と詳細　市民プール（鵜沼
小伊木町 4）☎ 058-370-6506

ウインター
フェスティバル2016

　就職に有利な資格
を取得する場合に、
教育訓練給付金や高
等職業訓練促進給付
金を支給します。

【教育訓練給付金】
　雇用保険の教育訓練給付の受
給資格を有していない人が、雇
用保険法による指定教育訓練講
座（介護職員初任者研修講座・
医療事務講座など）を受講した
場合、修了後に支給します。
支給額　受講費用の 20％相当
額（4000 円以上 10 万円以内）

【高等職業訓練促進給付金】
　就職に有利な国家資格（看護
師・准看護師・介護福祉士・保
育士など）を取得するため、養
成機関において 2 年以上修業す
る場合に支給します。
支給期間　修業期間の全期間

（上限 3 年）
支給額（月額）　 ▽ 市民税非課
税世帯 =10 万円 ▽ 市民税課税
世帯 =7 万 500 円

【共通事項】
対象　ひとり親家庭の母親また
は父親で 20 歳未満のお子さん
を扶養し、児童扶養手当の支給
を受けているか同等の所得水準
の方（事前の相談が必要です）
申込と詳細　子育て支援課☎
058-383-1131

ひとり親家庭を
支援します

　県では、電気自動車（EV）・
プ ラ グ イ ン ハ イ ブ リ ッ ド 車

（PHV） を 無 償 で 貸 出 し ま す。
県内の宿泊旅行に利用していた
だくことで、その魅力や充電イ
ンフラの現状を知っていただく
ために、運転体験企画を実施し
ます。
募集期間　2 月 29 日まで
出発地　県内の最寄りの岐阜日
産自動車販売店
備考　途中の道の駅で、特産品
をプレゼント
申込　申込ウェブサイト http://
www.gifu-evphv.com からお申
し込みください
詳細　県新産業振興課☎ 058-
272-8835

EV・PHV
長距離運転体験

　来年度の総合
体育館、桜体育
館、市民球場、
勤労者総合グラ
ウンド、スポー
ツ広場（多目的
運動広場、テニスコート）、総合
運動公園（ソフトボール場）の
使用調整会議を行います。
日程　 ▽総合体育館、桜体育館
＝ 1 月 13 日（水） ▽市民球場、
勤労者総合グラウンド、スポー
ツ広場（多目的運動広場）＝ 1
月 14 日（木） ▽ スポーツ広場

（テニスコート）、総合運動公園
（ソフトボール場）＝ 1 月 15

日（金）　いずれも 19:00 ～ 21:00
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
対象　市内団体、または市体育
協会各種目団体が属する上部団
体のみ
申込と詳細　1 月 4 日までに市
施設振興公社☎ 058-371-2846

28 年度体育施設
使用調整会議

対象　平成 9 年 4 月 1 日以前に
生まれた方で、1 年間を通して
市を PR していただける方
定員　3 人（選考）
審査　2 月 14 日（日）13:00 ～
産業文化センター（那加桜町 2）
服装　自由
副賞　賞金 10 万円と旅行券
発表　桜まつり「20 万人の広
場」会場
備考　応募用紙はブランド創造
課（産業文化センター 6 階）、
市内公共施設・商業施設などに
あるほか、市ウェブサイトから
もダウンロードできます
申込と詳細　1 月 29 日（必着）
までにブランド創造課内市観光
協会事務局☎ 058-383-9925

2016ミス
かかみがはら募集

日時　2 月 27 日（土）　13:30 ～
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
対象　日本語を母語としない外
国籍市民、または市内に在勤在
学の外国籍の方
部門　 ▽児童の部＝小学生また
は 2003 年 4 月 2 日 ～ 2009 年
4 月 1 日生まれの方 ▽ 生徒の部
＝中学・高校生または 1997 年
4 月 2 日～ 2003 年 4 月 1 日生
まれの方
テーマ　自由
表彰　金・銀・銅賞には副賞と
メダルを授与
備考　 ▽応募要領・応募用紙は
各務原国際協会事務局にありま
す ▽当日は自由に観覧できます
申込と詳細　2 月 5 日（必着）
までにスピーチ原稿と応募用紙
を 〒 504-8555 那 加 桜 町 1-69、
市役所ブランド創造課内各務
原国際協会事務局☎ 058-383-
1426

日本語
スピーチコンテスト

　市民体育大会の優勝者は、次
の皆さんです（敬称略）。

【小学校】

▽ 高学年黄白緑帯＝加藤誠人、
長嶺樹龍 ▽高学年茶帯＝山城光
平、向江泰雅 ▽有段＝三井隆成、
水越優友 ▽低学年単演＝長嶺樹
龍 ▽高学年単演＝内間醇一 ▽団
体＝小川嵐斗

【中学生】

▽有段＝吉永遼太郎、江口由起 

▽単演＝吉永遼太郎
【一般】

▽有段＝米倉勝博、村井宗嗣 ▽

段外単演＝渡辺隆行 ▽有段単演
＝水野義弥
詳 細　スポーツ課☎ 058-383-
1231

市民体育大会
少林寺拳法優勝者

　花と緑コンクー
ル入賞者は、次の
皆さんです（敬称
略）。入賞作品は
12 月 28 日まで市役所 1 階で展
示します。

【公共花壇（大）】

▽市長賞＝尾崎北町パークレン
ジャー ▽特別賞＝つつじが丘上
池クラブ ▽銀賞＝蘇原駅前自治
会連合会 ▽銅賞＝大野町自治会
サークル日々草 ▽審査員特別賞
＝尾崎南町 6 丁目自治会

【公共花壇（小）】

▽市 長 賞 ＝ 野 口 パ ー ク レ ン
ジャー ▽金賞＝中央町長生会シ
ニアクラブ ▽銀賞＝羽場町子ど
も会 ▽銅賞＝会本子ども会 ▽審
査員特別賞＝松本町自治会

【緑のカーテン】

▽金賞＝坂井康史 ▽銀賞＝横山
二郎 ▽銅賞＝野村孝行
詳 細　河川公園課☎ 058-383-
1533

花と緑コンクール
入賞者

　農業委員会法の改正により、
農業委員の公選制が市町村長の
選任制へ変更されました。その
ため、毎年 1 月 10 日を期限と
していた「農業委員会委員選挙
人名簿登載申請書」の提出は、
不要になりました。
詳細　農政課内農業委員会事務
局☎ 058-383-1129

農業委員選挙人名
簿登載申請の廃止

　年の初めに１年間の安全と奮
闘を誓い、消防出初式を実施し
ます。また当日は、炊き出し訓
練として温かいおしるこを用意
します。ぜひご来場ください。
日時　1 月 10 日（日）7:45 ～
場所　市民公園（那加門前町 3）
とその周辺
内容　分列行進、式典など
詳細　消防本部総務課☎ 058-
382-3136

消防出初式

縄文アクセサリー
づくり

　粘土で縄
文時代の土
版や動物の
ミニチュア
などを作ります。
日時　平日の 10:00 ～ 16:00 の
うち 2 時間程度
場所　埋蔵文化財調査センター

（三井東町 4）
対象　小学生以上
費用　200 円
申込と詳細　事前予約が必要で
す。電話で埋蔵文化財調査セン
ター☎ 058-383-1123
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　県内では、交通死亡事故発生
件数が特に多かった 10 月から
現在まで、昨年同時期の件数を
大きく上回る、非常に多くの交
通死亡事故が発生しています。
　市内では、国道 21 号「鵜沼
各務原町 1 丁目交差点」や「那
加緑町 4 丁目交差点」付近など
で、特に多くの事故が発生。
　悲惨な交通事故を１件でも減
らせるよう、安全な速度での運
転、夜間の反射材着用など、正
しい交通ルールや交通マナーを
守りましょう。
詳細　各務原警察署☎ 058-383-
0110

交通死亡事故激増
安全運転を！

受付期間　12 月 15 日～ 1 月 29
日（土・日曜日、祝日、年末年
始を除く）　8:30 ～ 17:15
売却物件　市ウェブサイト、管
財課（市役所 3 階）で配布する
実施要領をご覧ください
申込と詳細　管財課☎ 058-383-
1467

一般競争入札で
市有地を売却

　広報各務原 12 月 1 日号に掲載
したインターネット公売は、中
止となりました。
詳細　税務課☎ 058-383-4773

差押財産の公売を
中止

日時　1 月 15 日（金）　15:00 ～
場所　グランヴェール岐山（岐
阜市柳ケ瀬通 6-14）
内容　「地方都市の生き方を岐
阜市のあゆみから考える」出村
嘉史・岐阜大学工学部社会基盤
工学科准教授（工学博士・一級
建築士）
備考　事前申込は不要です
詳細　県行政書士会岐阜支部事
務局☎ 058-276-1774

都市について学ぶ
教養講演会

　税理士が親切に税務相談に応
じます。お気軽にお越しくださ
い。
日時　月・水・金曜日　13:00 ～
16:00（祝日、12 月 21 日～ 1 月
10 日、3 月 10 日～ 15 日を除く）
場所　岐阜産業会館 5 階（岐阜
市六条南 2-11）
詳細　名古屋税理士会岐阜南支
部☎ 058-274-0658

常設
無料税務相談所

　耐震性が低く、大地震で倒壊
の危険性が高い市役所本庁舎。
市役所は、大地震や災害発生時
には「災害対策本部」が設置さ
れる大切な防災拠点となるもの
です。市民の皆さんの安全・安
心を守るため、現在新庁舎建設
事業を進めています。

【新庁舎建設基本計画の策定】
　今年度は、建設場所、整備ス
ケジュールなど新庁舎の整備方
針をまとめる「新庁舎建設基本
計画」の策定を予定しています。
現在、「新庁舎建設基本計画策
定委員会」の協議や市議会「新
庁舎建設特別委員会」の調査研
究が進められています。
　また、これまでに市民ワーク
ショップやタウンワークショッ
プを開催し、市民の皆さんから
新庁舎に対するご意見、アイデ
アを多くいただいています。

【市民の皆さんにお知らせ】
　策定委員会などの協議状況や
新庁舎建設事業に関する情報
は、広報各務原、市ウェブサイト、

「新庁舎建設かわら版」の回覧、
出前講座などを通して市民の皆
さんにお届けしていきます。
詳細　管財課☎ 058-383-1619

お知らせします
新庁舎建設

　裁判所では、国民の皆さんに
新しくできた制度や裁判手続き
を知っていただくために、毎月
テーマを定めて、裁判所ウェブ
サイト http://www.courts.go.jp/
index.html で ご 案 内 し て い ま
す。平成 28 年 1 月のテーマは

「成年後見制度の最近の動き～
後見制度支援信託を中心に～」
です。ぜひご覧ください。
詳細　岐阜地方裁判所事務局総
務課☎ 058-262-5122

裁判所からの
お知らせ

募集人数　若干名
採用日　平成 28 年 4 月 1 日（予
定）
対 象　 平 成 6 年 4 月 1 日 以 前
に生まれた方
試験日・内容　 ▽一次試験（履
歴書による書類審査） ▽ 1 月
31 日（日）＝二次試験（筆記
試験、面接）　
申込と詳細　平成 28 年 1 月 15
日（必着）までに直接または郵
送〒 504-0912 那加桜町 2-186、
各務原商工会議所☎ 058-382-
7101

商工会議所
職員募集

　臨時福祉給付
金の申請期間は
平 成 28 年 2 月
3 日です。期限
までに申請が行
われなかった場
合は、給付金の受給を辞退した
ものとみなされます。
　まだ申請を行ってない方はお
早めに手続きをしていただくこ
とをおすすめします。
対象　平成 27 年度分の住民税
が課税されていない方（課税さ
れている方に扶養されている
方、生活保護受給者などは除く）
詳細　福祉総務課（給付金専用
ダイヤル）☎ 058-383-1972

申請はお済みですか
臨時福祉給付金

　国土緑化運
動の一環とし
て門松自粛運
動を行ってい
ます。
　今号の広報
紙 と 一 緒 に

「門松カード」を配布しますの
で、ご協力ください。
詳細　農政課☎ 058-383-1129

門松カードを
利用してください

　 平 成 27 年
度「清流の国
ぎふ森林・環
境基金事業」
を活用して、市民球場バス停に、
県産材を使用した待合所を設置
しました。ふれあいバス・ふれ
あいタクシーをお待ちの際に
は、ぜひご利用ください。
詳 細　 商 工 振 興 課 ☎ 058-383-
9912

市民球場
バス待合所を整備

　産業文化センターと北清掃セ
ンターに加え、12 月 1 日から
新たに回収ボックスを設置し、
回収を開始。また、従来の回収
品目にノートパソコン（タブ
レット端末を含む）、電子書籍
端末の 2 品目を追加しました。
新規設置場所　鵜沼市民サー
ビスセンター（鵜沼羽場町 2）、
川島市民サービスセンター（川
島河田町）
備考　 ▽個人情報などのデータ
はあらかじめ削除してください

▽一度回収ボックスに入れたも
のは返却できません
詳 細　環境政策課☎ 058-383-
4230

小型家電回収
ボックス増設

　情報メールは、皆さんの携帯
電話などに、市役所からメール
で情報をお届けするサービスで
す。「防災情報」など全部で７
種類の情報を随時配信していま
す。登録方法は以下のとおりです。
登録　①右の QR
コ ー ド を 読 み 取
り、 表 示 さ れ た
URL に ア ク セ ス
します（QR コードを読み取れ
ない方は、情報メール登録用ア
ド レ ス t-kakamigahara@sg-m.
jp に直接空メールを送信して
ください）②空メール送信後、

「仮登録完了のお知らせ」メー
ルが届いたら、URL を選択し
て、本登録サイトにアクセスし
ます③希望する情報の種類や地
区などを選択して登録④登録完
了後、「本登録完了のお知らせ」
メールが届きます
備考　メールの受信などに通信
料がかかります
詳 細　秘書広報課☎ 058-383-
1111 内線 2153

役立つ情報をお届け
「情報メール」

　交通安全指導隊員として、交
通安全・防犯活動にボランティ
アで参加しませんか。
対象　市内在住・在勤の 25 歳
以上の方
申込と詳細　防災安全課☎ 058-
383-1190　

交通安全指導隊
隊員募集

日時　1 月 14 日（木）　9:10 ～
11:30
場所　消防本部 2 階研修室（那
加桜町 1）
定員　30 人（申込順）
費用　1500 円（テキスト代・当
日支払）
申込と詳細　1 月 7 日までに、
窓口または市ウェブサイトから
ダウンロードした申込書、写真

（ 縦 3.5 ㎝ × 横 3 ㎝ ）1 枚 を
直接、消防本部予防課☎ 058-
382-3137

甲種防火管理
再講習

【AutoCAD LT 基礎 】
期間　12 月 17 日～ 18 日（2 日
間）
費用　1 万 4400 円 

【Access2010 ～ VBA 編～】
期日　12 月 24 日（木）
費用　7800 円　

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

テクノプラザ
CAD研修

日 時　1 月 24 日（日）　9:00 ～
17:00
場所　消防本部研修室（那加桜
町 1）
対象　市内在住、在勤の方
定員　20 人（申込順）
持参品　筆記用具、飲料水、昼
食（自由）
備考　 ▽修了証を発行します ▽

申込が 5 人未満のときは中止の
場合があります
申込と詳細　1 月 22 日までに
電話で消防本部救急指令課☎
058-382-3596

上級救命講習
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日時　1 月 14 日（木）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　予約が必要です
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

精神科医による
こころの健康相談

　平成 28 年 4 月から介護保険
サービスの一部が介護予防・日
常生活支援総合事業へ移行する
のに伴い、シンポジウムを開催
します。申込は不要ですので、
ぜひお越しください。
日時　1 月 23 日（土）　13:30 ～
場所　産業文化センター 1 階あ
すかホール（那加桜町 2）
詳 細　介護保険課☎ 058-383-
2124

各務原市介護保険
シンポジウム

日時　1 月 16 日（土）　14:00 ～
15:30
場所　稲羽コミュニティセン
ター 1 階集会室（上戸町 3）
内容　「発達面に課題のある子
どもへの子育て支援の要点」小
栗正幸・宇部フロンティア大学
臨床教授
詳 細　 子 育 て 支 援 課 ☎ 058-
383-1252

乳幼児発達支援
推進協議会講演会

交通事故発生状況
前年比

人身事故 544 件 － 45 件
死者 5 人 3 人
負傷者 697 人 － 89 人
物損事故 4679 件 98 件

【マタニティー広場 1】
日時　1 月 27 日（水）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が平成 28 年
5 月 1 日～ 6 月 30 日の妊婦
内容　参加者同士の交流、妊娠
中の体の変化・妊娠中の栄養・
歯の健康

【マタニティー広場 3】
日時　1 月 8 日（金）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が平成 28 年
3 月 1 日～ 4 月 30 日の妊婦
内容　赤ちゃんのお世話体験、
先輩親子との交流、子ども館の
紹介

【共通事項】
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
持参品　母子健康手帳、母子健
康手帳別冊「あ
すか」、筆記用
具、1 のみ電卓
備考　 ▽ 夫の参
加も可能です ▽

動きやすい服装
で参加してください ▽駐車料の
補助があります
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

マタニティー広場

【ジフテリア・破傷風（DT）2 期】
　未接種の方は、早めに接種し
ましょう。
接種期間　平成 28 年 3 月 31 日
まで
対象　 ▽小学校 6 年生 ▽小学校
6 年生時未接種者（12 歳）の
方で接種希望の方は健康管理課
へご相談ください
備考　 ▽ 予診票兼
接 種 券 の な い 方
は、母子健康手帳
を持参し健康管理
課へ ▽ 市内指定医
療機関で予約をし
てください ▽定期の予防接種に
は原則保護者の同伴が必要で
す。やむをえず、親族などが同
伴する場合は、委任状の提出が
必要です
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1115

小学校6年生
予防接種

平成 27 年 11 月 30 日現在

　復職のための講義や実習、就
職先を紹介。歯科衛生士・歯科
技工士再チャレンジ・スキル
アップ研修会を開催します。
日時　1 月 14 日（木）　13:00 ～
15:30
場所　県歯科医師会館（岐阜市
加納城南通り 1-18）
対象　県内の歯科医療機関に就
職を希望する歯科衛生士・歯科
技工士
内容　SRP と PMTC（講義と実
習）、最新のトピックス、有床
義歯技工学、歯冠修復技工学（講
義と実習）など
申込と詳細　1 月 8 日までに申込
用紙をメール office@gifukenshi.
or.jp または　  058-276-1722 で
県歯科医師会事務局☎ 058-274-
6116

歯科衛生士・
歯科技工士研修会

FAX

期日　1 月 19 日（火）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　鵜沼福祉センター（鵜沼
羽場町 1）
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査など
持参品　健康手帳
備考　予約が必要です
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115

1 月の健康相談

期日　1 月 21 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　平成 26 年1 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車料の補助があります
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

2 歳児歯科教室

　お子さんの成長を
確かめませんか。
期日 　1 月 28 日（木）
受付時間　9:30 ～
10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

のびのび測定

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1116

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

1 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／ 2 日（土）・10 日（日）・11 日（祝・
月）・17 日（日）・24 日（日）・31 日（日）※1 月 3 日は休診です
いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

1 月の歯科救急当番

1 月 10 日（日）／いわた歯科医院☎ 058-389-1808 ／那加土山町 2
1 月 11 日（祝・月）／桜桃歯科☎ 058-371-8855 ／上戸町 1
1 月 17 日（日）／内田歯科医院☎ 0586-89-6581 ／川島松原町
1 月 24 日（日）／うの歯科☎ 058-382-0753 ／那加本町
1 月 31 日（日）／大栗歯科医院☎ 058-370-0184 ／鵜沼小伊木町 2
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ )

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・祝日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（岐阜県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

健診などに駐車料を補助

日時　 ▽ 1 月 15 日（金）＝那加・
稲 羽・ 川 島・蘇 原 地 区 在 住 の
方 ▽ 1 月 22 日（金）＝鵜沼地
区在住の方　いずれも 9:30 ～
11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
備考　 ▽予約が必要です ▽駐車
料の補助があります
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

ことばの相談

　認知症サポーター養成講座を
開催します。
日時　1 月 16 日（土）　10:00 ～
12:00
場所　地域包括支援センタージョ
イフル各務原（鵜沼小伊木町 3）
対象　在宅で介護をしている方
定員　20 人程度（申込順）
申込と詳細　1 月 9 日までに地
域包括支援センタージョイフル
各務原☎ 058-379-2521

家族介護者教室

【使ってください】

▽ ハイローベッド・チェアー ▽

丼鉢（未使用品 18 個） ▽湯飲み
（未使用品 32 個） ▽ご飯茶碗（未

使用品 40 個） ▽女性用草履（2 足）

▽折り畳み式すべり台（木製）
【さがしています】

▽ ダイニングテーブルセット
（椅子４個付） ▽ ベビーバギー

▽電子ピアノ ▽扇風機 ▽卓上ミ
シン ▽腹筋用トレーニングマシ
ン ▽一輪車（小学生用） ▽織機

（裂織用） ▽バドミントンラケッ
ト ▽手織用高機（絹木綿用） ▽

ベビーゲート
備考　11 月 27 日現在の状況
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
31

家庭不用品
交換銀行
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

医療機関名 電話番号

12/29
（火）

12/30
（水）

12/31
（木）

1/1
（金）

1/2
（土）

1/3
（日）

午
前
午
後
午
前
午
後
午
前
午
後
午
前
午
後
午
前
午
後
午
前
午
後

赤尾クリニック 370-3010 ○

浅川クリニック 382-3166 ○

あさの内科 322-9067 ○
あらき内科クリ
ニック 371-1515 ○ ○

いちょう通り藤村
クリニック 383-0388 ○

いでぐち医院 379-1200 ○ ○ ○
いなばファミリー
クリニック 382-1555 ○ ○

今尾医院 382-0048 ○ ○ ○
宇治循環器内科
クリニック 379-0270 ○ ○

内田医院 0586-
89-2562 ○

大岡脳神経外科リ
ハビリクリニック 379-2300 ○

大橋クリニック 370-5350 ○

奥野医院 382-6165 ○ ○

各務原宗宮整形外科 382-9699 ○ ○

各務原第一外科 382-3399 ○ ○ ○

各務原病院 389-2228 ○
各務原リハビリ
テーション病院 384-8485 ○ ○

香川医院 383-8350 ○
かとう耳鼻咽喉科
サージクリニック 389-8733 ○ ○ ○

か わ し ま フ ァ ミ
リークリニック

0586-
89-7800 ○

こども循環器クリ
ニックくの小児科 371-7333 ○ ○ ○

小林内科※ 1 370-5577 ○ ○ ○

五島医院 384-0122 ○ ○

後藤眼科医院 382-3901 ○ ○

酒井クリニック 382-1002 ○ ○ ○

榊原整形外科 370-5159 ○ ○

さくら通り岩本眼科 380-3811 ○

さらの木皮膚科 383-0255 ○ ○ ○

柴崎内科 389-2800 ○ ○

新加納内科 382-4969 ○

そはら赤座医院 382-5822 ○ ○ ○ ○ ○

そはら整形外科 371-8177 ○ ○ ○
そはら永田クリ
ニック 371-0365 ○ ○

年末年始の開業診療機関

診療時間　9:00 ～ 15:00
持参品　保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医
療受給者証、健康手帳など
詳細　各医療機関へ（開設日の診療時間中のみ）

年末年始の歯科救急診療当番

年末年始の市の業務
施設名 電話番号 休業期間

行政施設
市役所 058-383-1111

12/29 ～ 1/3

川島市民サービスセンター 0586-89-3311
稲羽市民サービスセンター 058-382-0209
鵜沼市民サービスセンター 058-384-2111
みどり坂市民サービスセンター 058-370-3120
蘇原市民サービスセンター 058-383-7551
尾崎市民サービスセンター 058-389-4100
水道事業庁舎 058-383-7111
福祉施設
総合福祉会館 058-383-7500 12/29 ～ 1/3
川島健康福祉センター 0586-89-2634 12/29 ～ 1/3
福祉の里 058-370-7500 12/29 ～ 1/3
高齢者生きがいセンター稲田園 058-370-4321 12/28 ～ 1/4
高齢者生きがいセンター川島園 0586-89-2811 12/28 ～ 1/4
各福祉センター 12/29 ～ 1/3
子ども館
さくら子ども館 058-383-7613 12/29 ～ 1/3
あさひ子ども館 058-370-0500 12/28 ～ 1/4
そはら子ども館 058-383-5285 12/28 ～ 1/4
うぬま東子ども館 058-379-1177 12/29 ～ 1/3
かわしま子ども館 0586-89-2634 12/29 ～ 1/3
ライフデザインセンター
中央ライフデザインセンター 058-389-1820

12/28 ～ 1/4
西ライフデザインセンター 058-383-1121
東ライフデザインセンター 058-384-0507
川島ライフデザインセンター 0586-89-3686
文化施設
市民会館・文化ホール 058-389-1818 12/28 ～ 1/4
かかみがはら航空宇宙科学博物館 058-386-8500 12/28 ～ 1/2
中央図書館 058-383-1122

12/28 ～ 1/4
中央ライフデザインセンター図書室 058-383-2125
川島ほんの家 0586-89-5610
もりの本やさん・森の交流館 058-370-7175
埋蔵文化財調査センター 058-383-1123 12/29 ～ 1/3

歴史民俗資料館・中山道鵜沼宿町屋館・
中山道鵜沼宿脇本陣 058-379-5055 12/28 ～ 1/4

木曽川文化史料館 0586-89-6055 12/28 ～ 1/4
少年自然の家 058-370-5280 12/28 ～ 1/4
国際交流サロン 058-383-1417 12/29 ～ 1/3
体育施設

市民プール 058-370-6506 12/29 ～ 1/2（12/28、
1/3 は 17:00 まで）

県グリーンスタジアム・市ホッケー場 058-380-2211
12/29 ～ 1/3

その他の体育施設
その他の施設
いこいの広場「伊木の森」 058-370-0592 12/28 ～ 1/4
リバーサイド 21（パターゴルフ場） 058-386-8722 12/30 ～ 1/1
商工振興センター 058-383-1120

12/29 ～ 1/3
東亜町会館・南産業会館
勤労会館 058-382-0047 12/28 ～ 1/4

医療機関名 電話番号

12/29
（火）

12/30
（水）

12/31
（木）

1/1
（金）

1/2
（土）

1/3
（日）

午
前
午
後
午
前
午
後
午
前
午
後
午
前
午
後
午
前
午
後
午
前
午
後

高橋小児科・眼科 382-6277 ○ ○ ○

たけうち内科 384-3211 ○ ○ ○

ちあき眼科 322-5716 ○ ○ ○ ○

恒川医院 384-0047 ○ ○
寺本こどもクリ
ニック 385-5225 ○ ○

永井内科・消化器科 382-0446 ○

那加こども医院 382-8523 ○

永田内科 382-4839 ○ ○

永田産婦人科 382-0058 ○ ○
kagayaki clinic 中
村整形外科 383-6001 ○ ○

西野クリニック 371-0500 ○

丹羽医院 386-8622 ○ ○

のぎもりクリニック 370-5105 ○ ○

花井整形外科 371-6222 ○ ○ ○

林内科耳鼻咽喉科 371-5511 ○ ○ ○

馬場医院 384-1679 ○
ひらの内科クリ
ニック 383-0012 ○ ○

フェニックス総合
クリニック 322-2000 ○ ○ ○ ○

ふせや小児科 370-0606 ○ ○

古田医院 370-0010 ○

三和皮フ科 383-6800 ○ ○

村井医院 370-7838 ○

村上医院耳鼻咽喉科 371-7650 ○

八木澤整形外科 370-9600 ○

山下クリニック 384-5311 ○

山田整形外科 384-8100 ○
YUKI こどもクリ
ニック 389-8395 ○ ○

横山耳鼻咽喉科 382-0223 ○ ○

横山産院 389-0311 ○ ○ ○

横山クリニック 371-1211 ○ ○

横山病院 382-0119 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

わたべ皮フ科 380-7628 ○ ○

開設日 担当医療機関 電話番号
12/29（火）よこやま歯科クリニック（蘇原持田町 3） 058-389-0890
12/30（水）赤坂歯科（三井町 1） 058-382-8777
12/31（木）足立歯科医院（各務おがせ町 9） 058-385-1655
1/1（金） 石黒歯科（鵜沼三ツ池町 3） 058-370-1496
1/2（土） いずみ歯科医院（蘇原沢上町 1） 058-371-9500
1/3（日） いまお歯科クリニック（各務おがせ町 5） 058-379-6555

　年末年始の施設の休業日は左
表をご覧ください。生活に関連
する業務の取り扱いは下記のと
おりです。
【出生届・婚姻届・死亡届や霊柩
車・火葬場などの受付】
市役所本庁舎の宿日直員が行い
ます。庁舎北側の地下への階段
からお入りください。
【水道・下水道に関する緊急用件】

▽水道＝水道事業庁舎（三井東
町 4）の宿日直員 ▽下水道＝市
役所本庁の宿日直員
【ふれあいバス運休期間】

12 月 29 日～ 1 月 2 日は運休し
ます。
詳細　岐阜バスコミュニティ☎
058-370-8833
【ごみ収集の休業期間】

休業期間中はごみステーション
へごみを出さないよう、ご協力
をお願いします。
市全域　1 月 1 日～ 3 日
詳細　環境政策課☎ 058-383-
4230
【し尿くみ取りの休業期間】
期間　12 月 31 日～ 1 月 3 日（川
島地区は 12 月 29 日～ 1 月 4 日）
詳細　環境政策課☎ 058-383-
4231
【北清掃センターへのごみの搬入】

年 内 は 12 月 28 日（月）の 受 け
入れ時間内までにお越しくださ
い（日曜・祝日搬入不可）。
受入時間　 ▽平日＝8:45 ～16:00

▽土曜日＝ 8:45 ～ 11:00
休止期間　12月29日～1月3 日
詳細　北清掃センター☎ 058-
384-3616
【自動交付機の休止期間】

12 月 29 日～ 1 月 3 日の期間は、
「住民票の写し」などを交付す

る「自動交付機（市役所・アピ
タ各務原店・イオンモール各務
原・鵜沼空中歩道に設置）」の
利用ができませんのでご注意く
ださい。
詳細　市民課☎ 058-383-1078

県内の医療機関と、消防本部の救急医療情報セン
ターをコンピューターで結び、救急患者の問い合
わせに、医療機関を案内しています。
利用方法　
①患者の住所、年齢、症状を正確に伝えてください。
②センターから、患者の症状、年齢、現在地に応じ
た最寄りの医療機関を複数案内します。
③案内を受けた医療機関に電話などで患者家族が確
認後、受診してください。

急病！そんな時は、24時間年中無休の
「救急医療情報センター」☎ 058-382-3799

※市外局番の記載がないものは、すべて（058）。
　診療時間などは、各医療機関へお尋ねください。
※ 1   小林内科　12 月 30 日午後以降は、内科の救急対応のみ
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カルチャー カルチャー

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 12/21・24・28 ～ 1/4、12・13・18・22・25

中央図書館
☎ 058-383-1122

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

1月の「移動図書館車さつき号」

期日 場所・時間（滞在時間は約 30 分・※は 40 分）

5日
（火）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐
美神社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

6 日
（水）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

7 日
（木）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

8 日
（金）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター
（13:40～）、東ライフデザインセンター①※（14:20～）

14 日
（木）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービス
センター西駐車場※（10:20 ～）、大佐野町公民館
（13:40 ～）、三井山官舎①※（14:20 ～）

15 日
（金）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目 (ヴァンデュール各務原前 )（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40～）、稲羽西福祉センター※（14:20～）

19 日
（火）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

20 日
（水）

弓道場（9:30 ～）、松が丘松田公園※（10:20 ～）、
つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、中
山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

26 日
（火）

那加地区体育館（9:30 ～）、市民会館駐車場（11:00
～ 12:00・中央ライフデザインセンター図書室休館
のため）、柿沢ふれあいセンター（14:30 ～）

27 日
（水）

山の前公民館（9:30～）、東ライフデザインセンター②
※（10:20 ～）、各務原区コミュニティセンター（13:30
～）、新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20～）

28 日
（木）

三井山官舎②※（9:40 ～）、稲羽ふれあいセン
ター（10:30 ～）、そはらふれあいセンターそらー
ら（13:40 ～）、各務福祉センター（14:30 ～）

29 日
（金）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日、12/28 ～ 1/4

N
A
TU
R
E

日時　1月 16 日（土）19:00 ～ 20:00
場所　川島小学校グラウンド（川島河田町）
内容　月、すばる（プレヤデス星団）などの観察
備考　雨天・曇天時は中止になります

月やプレヤデス星団を見よう
1月の「出張天体観察会」

少年自然の家
☎ 058-370-5280

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日、12/28 ～ 1/4

S
TA
G
E

■子苑第二幼稚園クリスマスおたのしみ会
日時　12 月 19 日（土）　① 9:30 ～② 11:30 ～
場所　市民会館
詳細　子苑第二幼稚園☎ 058-383-2315
■子苑第一幼稚園クリスマスおたのしみ会
日時　12 月 20 日（日）　9:00 ～
場所　市民会館
詳細　子苑第一幼稚園☎ 058-389-2233
■ピアノ発表会
日時　12 月 23 日（祝・水）　13:30 ～
場所　文化ホール
詳細　スズキ・メソードピアノ科渡邉クラス・渡邉
☎ 058-385-2863
■第 43回岐阜各務原児童合唱団定期演奏会
日時　12 月 27 日（日）13:00 ～
場所　市民会館
費用　1000 円（全席自由）
詳細　岐阜各務原児童合唱団・長尾☎ 058-383-1075

市民会館と文化ホールの
イベント・コンサート

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

【図書館休館のお知らせ】
　中央ライフデザインセンター図書室は、リフレッ
シュ工事のため、12 月 28 日～平成 28 年 8 月 31
日まで休館します。また、もりの本やさんは蔵書点
検のため、下記に加え 1月 21 日も休館します。

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日、12/28 ～ 1/4

■夫婦でチャレンジ講座「歩かなければ歩けなくなる！」
　正しいウオーキングを学び、脳トレ体操をしなが
ら、夫婦で健康長寿を目指しましょう。
日時　1月 17 日（日）13:00 ～ 14:30
場所　蘇原コミュニティセンター（蘇原野口町 1）
定員　24 人（応募者多数の場合は夫婦での申込を
優先し、抽選）
費用　受講料 300 円
申込期限　1月 5日（必着）
■子育てママのクラフト講座「ひな祭りの飾りをつ
くろう！」
　プリザーブドフラワーで、ひな祭りの飾りを自分
のため、お子さんのために作りませんか。
日時　1月 23 日（土）13:30 ～ 15:00
場所　蘇原コミュニティセンター（蘇原野口町 1）
対象　高校生までの子どものいる方
定員　12 人（抽選）
費用　1800 円（受講料 300 円・材料費 1500 円）
申込期限　1月 12 日（必着）
備考　お子さんの同伴も可（講座中は同室で託児）
【共通事項】

申込　各期限までに、「講座名、参加者全員の氏名・
住所・電話番号、クラフト講座で子ども同伴の方
は氏名・学年（年齢）｣を明記し、メール chuolife@
city.kakamigahara.gifu.jp、または往復はがきで中央
ライフデザインセンター（窓口申込の場合は、はが
き 1枚持参）

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

C
U
LT
U
R
E

ウオーキングやクラフトを学ぼう！
中央ライフの講座

〒 504-0924 下切町 5-1
㊡火曜日、12/28 ～ 1/2

■お正月の新春特別割引
　お正月は、11 日までなんと入館料が半額！ぜひ
ご家族や親戚の皆さんとお越しください。
期間　1月 3日～ 11 日（5日は休館日）
特別料金　大人 400 円、60 歳以上・高校生 250 円、
小・中学生 150 円（通常は大人 800 円、60 歳以上・
高校生 500 円、小中学生 300 円）
■ペンシル水ロケット製作教室
　体験工房室で製作して、屋外で水しぶきを上げて
飛ばそう！
日時　1 月 3 日（日）・4 日（月）
① 11:00 ～ 12:00 ② 14:00 ～
15:00
対象　親子
定員　各 20 組（申込順）
費用　1機 1000 円（別途、入館料が必要）
申込と詳細　事前に電話などで博物館
■フライトシミュレータ体験
　インストラクターのアドバイスを受けて操縦桿を
握り、離陸・旋回・着陸を体験します。シミュレー
タは 3面ディスプレイを使用。
日時　1月 24 日、2月 28 日、3月 13 日　いずれも
日曜日　10:00 ～ 16:00
費用　1回 300 円（別途、入館料が必要）
申込と詳細　事前に電話などで博物館

C
U
LT
U
R
E

お正月は博物館へ行こう！
博物館の新春イベント

かかみがはら航空宇宙科学博物館
☎ 058-386-8500

C
U
LT
U
R
E

あなたのベストプロポーションへ
「女性のための骨盤調整レッスン」

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

　自分で骨盤を調整する方法を学び、不調のない体
作りを目指します。
日 時　1 月 19 日、2 月 2 日・16 日、3 月 1 日　い
ずれも火曜日　10:00 ～ 11:15（全 4回）
場所　稲羽コミュニティセンター（上戸町 3）
対象　成人女性
定員　20 人（申込順）
費用　1200 円
持参品　ヨガマット、飲み物、運動のできる服装
申込　12 月 18 日　9:00 ～電話または直接、川島ラ
イフデザインセンター

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日、12/28 ～ 1/4

B
O
O
K 年末年始にピッタリな本を紹介

「図書館展示コーナー」

■中央図書館　 ▽「新春展」＝ 1月 11 日まで ▽「冬
の本展」＝12 月 26 日～ 2月 14 日
■川島ほんの家　 ▽「みんなのごはん」＝ 12 月 26
日まで ▽「新春展」＝ 1月 5日～ 21 日
■もりの本やさん　 ▽「冬のえほん」＝ 12 月 26
日～ 2月 18 日 ▽「心が温まるおはなし」・「年末年
始を笑って過ごす本」・「大人のための絵本」＝ 12
月 26 日～ 1月 20 日

15　　広報各務原12月 15日号 広報各務原12月 15日号　　14



KIDS in Kakamigahara

楽
し
い
情
報
と
笑
顔
を
お
届
け
！

毎月15日号に掲載

み ん な 集 合

後藤創さん｜全国高校サッカー選手権に出場する各務原高校サッカー部主将

　

全
国
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
が

目
指
す
舞
台
、「
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
」。今
年
、
全
国
へ

の
挑
戦
権
を
か
け
、
50
校
以
上

が
出
場
し
た
県
大
会
を
、
県
立

各
務
原
高
校
が
勝
ち
抜
い
た
。

　

11
年
ぶ
り
４
回
目
の
出
場
を

決
め
た
同
校
サ
ッ
カ
ー
部
を
、

３
年
生
の
後
藤
創
さ
ん
が
主
将

と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

　

主
将
就
任
後
す
ぐ
、
１
～
２

月
に
開
催
さ
れ
た
県
新
人
大
会

で
優
勝
。
し
か
し
、
そ
の
後
の

リ
ー
グ
戦
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

県
大
会
で
は
、
結
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

と
き
、
後
藤
さ
ん
は
、
練
習
か

ら
試
合
を
想
定
し
た
プ
レ
ー
を

す
る
た
め
、主
将
と
し
て
、チ
ー

ム
メ
イ
ト
に
厳
し
く
げ
き
を
飛

ば
す
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
う
し
て
迎
え
た
今
大
会
、

各
務
原
高
校
は
、
決
勝
戦
ま
で

無
失
点
で
勝
ち
進
ん
だ
。
後
藤

さ
ん
も
「
一
番
大
変
な
試
合
で

し
た
」と
振
り
返
る
決
勝
戦
は
、

お
互
い
無
得
点
で
突
入
し
た
延

長
戦
で
、
相
手
に
先
制
さ
れ
る

苦
し
い
展
開
と
な
っ
た
。

　

失
点
の
瞬
間
、
チ
ー
ム
内
に

動
揺
が
走
っ
た
が
、
後
藤
さ
ん

を
中
心
に
円
陣
を
組
み
、
逆
転

に
向
け
、
チ
ー
ム
の
意
識
を
統

一
。
そ
の
直
後
、
チ
ー
ム
メ
イ

ト
が
倒
さ
れ
て
、
Ｐ
Ｋ
の
チ
ャ

ン
ス
を
獲
得
し
た
。「
こ
れ
を
決

め
な
い
と
負
け
て
し
ま
う
」
と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、「
練

習
通
り
蹴
れ
ば
大
丈
夫
」
と
自

信
を
持
っ
て
蹴
っ
た
ボ
ー
ル

が
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
手
を

は
じ
き
、ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
た
。

　

同
点
で
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
を
迎

え
、
Ｐ
Ｋ
戦
に
突
入
。「
チ
ー
ム

全
体
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
勝

つ
雰
囲
気
が
作
れ
て
い
た
」と
、

後
藤
さ
ん
は
、
勝
利
の
瞬
間
を

振
り
返
っ
た
。

　

今
回
初
め
て
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
掴
ん
だ
後
藤
さ
ん
。「
全

国
と
い
う
大
舞
台
に
、
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
支
え

て
く
れ
た
人
た
ち
に
恩
返
し
を

し
た
い
」
と
、
後
藤
さ
ん
は
次

の
ゴ
ー
ル
に
向
け
、
ス
パ
イ
ク

の
紐
を
締
め
直
し
た
。

GOTOH So
休みの日は、サッカー漫画やプロ
選手の得点場面の映像で、気分転
換をしている。蘇原古市場町在住。

目指すは全国ベスト 8。目標目指し、最後まで走りぬく

　

生
命
の
誕
生
に
立
ち
会
え
る

す
ば
ら
し
い
仕
事
。
職
場
体
験

に
行
く
前
か
ら
、
助
産
師
は
す

ご
い
仕
事
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

は
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
職

場
体
験
を
終
え
、
助
産
師
の
仕

事
の
す
ば
ら
し
さ
を
も
っ
と
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
、
私
も
将
来
、
助
産
師
に
な

り
た
い
と
思
い
始
め
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　

体
験
を
通
し
て
、
私
は
、
出

産
の
手
助
け
を
す
る
と
い
う
仕

事
以
外
に
も
う
一
つ
、
助
産
師

さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
仕
事
を
見

つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
出
産

直
後
の
お
母
さ
ん
を
支
え
る
、

と
い
う
仕
事
で
す
。

　

横
山
産
院
に
い
た
助
産
師
さ

ん
は
ど
の
方
も
、
す
で
に
お
母

さ
ん
に
な
っ
た
人
や
こ
れ
か
ら

お
母
さ
ん
に
な
る
人
に
笑
顔
で

優
し
く
接
し
て
い
ま
し
た
。
お

母
さ
ん
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
、う
れ
し
い
こ
と
で
も
あ
り
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
の
悩

み
を
聞
い
て
あ
げ
た
り
、
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
あ
げ
た
り

し
て
、
お
母
さ
ん
た
ち
を
支
え

て
い
る
助
産
師
さ
ん
た
ち
が
、

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
助
産
師
さ
ん
が
支
え

て
く
れ
る
の
は
、
心
の
面
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
産
前
後

の
お
母
さ
ん
た
ち
に
丁
寧
に
赤

ち
ゃ
ん
の
お
世
話
の
し
か
た
を

教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。
そ
う

や
っ
て
動
き
の
面
で
お
母
さ
ん

を
支
え
て
い
く
の
も
、
不
安
を

減
ら
し
て
お
母
さ
ん
の
心
を
支

え
る
の
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

職
場
体
験
中
、
横
山
産
院
に

は
出
産
し
た
ば
か
り
の
お
母
さ

ん
が
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
助

産
師
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
を
沐
浴

さ
せ
て
い
る
間
、
お
母
さ
ん
は

赤
ち
ゃ
ん
を
見
て
ほ
ほ
笑
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
の
顔
を
見
て
私

は
、
お
母
さ
ん
の
幸
せ
を
作
っ

て
く
れ
る
助
産
師
と
い
う
仕
事

を
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
た
し
、

あ
こ
が
れ
ま
し
た
。
私
も
い
つ

か
助
産
師
に
な
っ
て
、
お
母
さ

ん
を
支
え
、
幸
せ
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
・
2
年
　
湯ゆ
ぐ
ち口
杏あ

ゆ

な
優
南
さ
ん

職場体験で学んだこと
桜丘中学校

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）

さ
く
ら
（
那
加
桜
町
２
、
総
合
福
祉

会
館
２
階
）
☎
０
５
８
（
３
８
３
）

７
６
１
３　

木
・
祝
日
休

あ
さ
ひ
（
鵜
沼
朝
日
町
３
）
☎
０
５

８
（
３
７
０
）
０
５
０
０　

月
・
祝

日
休

う
ぬ
ま
東
（
鵜
沼
東
町
６
）
☎
０
５

８
（
３
７
９
）
１
１
７
７　

木
・
祝

日
休

そ
は
ら
（
蘇
原
野
口
町
１
、
蘇
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
）
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
５
２
８
５　

月
・

祝
日
休

か
わ
し
ま
（
川
島
松
原
町
、
川
島

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）
☎

０
５
８
６
（
８
９
）
２
６
３
４　

土
・

日
・
祝
日
休

子
ど
も
館
（
開
館
９
時
～
17
時
）
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ボランタリーハウス

あじさい

　

私
た
ち
は
18
年
前
、
地
域
に

独
居
老
人
が
多
く
い
る
こ
と
に

気
づ
き
、
地
域
に
畑
を
借
り
て
、

高
齢
者
と
一
緒
に
花
や
ソ
バ
を

作
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
畑

で
採
れ
た
ソ
バ
の
実
を
使
っ
て

そ
ば
を
打
ち
、
地
域
の
高
齢
者

に
振
る
舞
う
活
動
を
10
年
間
続

け
、
平
成
21
年
に
は
、
近
隣
ケ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
協
力

し
、「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ハ
ウ
ス
あ

じ
さ
い
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
地
域
の
高
齢
者
を

対
象
に
、昼
食
を
提
供
し
、芝
居
・

歌
・
手
品
・
落
語
な
ど
を
楽
し

ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
健
康
体
操
・
体
の
ケ
ア
に
関

す
る
話
な
ど
、
健
康
に
関
す
る

内
容
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

昼
食
は
、
手
作
り
に
こ
だ
わ

り
、
旬
の
食
材
、
独
り
暮
ら
し

で
は
作
ら
な
い
料
理
（
も
つ
煮
・

カ
レ
ー
）、
昔
懐
か
し
い
も
の

（
ピ
ー
マ
ン
の
葉
の
炒
め
物
）
な

ど
を
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
る

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
他
に
、
地
域
の
幼
稚
園
児
・

小
学
生
と
の
交
流
を
行
っ
た
り
、

日
帰
り
旅
行
に
出
か
け
た
り
し

て
い
ま
す
。
毎
回
ス
タ
ッ
フ
が
、

出
欠
確
認
の
た
め
、
一
軒
一
軒

訪
ね
て
回
っ
て
お
り
、
高
齢
者

の
見
守
り
の
役
割
も
担
っ
て
い

ま
す
。
毎
回
皆
さ
ん
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
ス
タ
ッ
フ
と
参
加

者
が
交
流
で
き
る
時
間
を
作
り
、

気
軽
に
声
を
か
け
あ
え
る
関
係

を
作
り
た
い
」
と
考
え
て
お
り
、

地
域
の
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り

を
な
く
す
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
。

活
動
日　

毎
月
第
１
火
曜
日

活
動
場
所　

各
務
原
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
鵜
沼
各
務

原
町
６
）

詳
細　

五
島
☎
０
５
８
（
３
７

２
）
７
２
１
０
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１
月
の
あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

　

1
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
お
母
さ
ん
同
士

で
交
流
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

▽
１
月
19
日（
火
）＝
あ

さ
ひ
・
か
わ
し
ま
▽
20
日（
水
）

＝
さ
く
ら
▽
25
日
（
月
）＝
う
ぬ

ま
東
▽
26
日（
火
）＝
そ
は
ら　

い
ず
れ
も
14
時
～
15
時

１
月
の
小
学
生
チ
ェ
ス
教
室

日
時　

１
月
16
日
（
土
）　

13

時
30
分
～
15
時
30
分　

場
所　

蘇
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
２
階　

学
童
保
育
室

（
蘇
原
野
口
町
１
）

備
考　

▽
当
日
申
込
▽
保
護
者

の
参
加
も
可

子
ど
も
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

子
ど
も
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
の
関
わ
り
合
い
の
中

で
、
喜
び
合
い
、
助
け
合
い
、

共
に
育
ち
あ
う
場
を
提
供
し
、

仲
間
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
活
動
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
が
「
子
ど

も
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
皆
さ

ん
で
す
。
活
動
に
関
心
の
あ
る

方
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ
ぼ
う
・

「
１
才
お
め
で
と
う
事
業
」

　

1
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
を

子
ど
も
館
で
お
祝
い
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
27
日（
水
）　

11
時

～
11
時
30
分

場
所　

市
内
全
子
ど
も
館

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
26
年

12
月
１
日
～
31
日
生
ま
れ
の
子

備
考　

案
内
状
の
入
っ
た
封
筒

と
、
同
封
の
引
換
券
を
持
参

17　　 広報各務原 12 月 15 日号



作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

　

誕
生
日
や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
祝
い
事
に

欠
か
せ
な
い
ケ
ー
キ
。甘
く
、華
や
か
な
ケ
ー

キ
は
、
私
た
ち
の
心
を
魅
了
し
ま
す
。

　

鵜
沼
各
務
原
町
に
お
店
を
構
え
る
守
山
さ

ん
は
、
職
人
歴
約
30
年
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
修

業
後
、20
年
前
に
自
分
の
お
店
を
開
き
ま
し
た
。

　

ふ
わ
ふ
わ
の
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
に
ク
リ
ー

ム
を
塗
る
「
ナ
ッ
ペ
」
と
い
う
作
業
で
は
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
中
に
も
、
丁
寧
な
仕
事
が
光

り
ま
す
。
守
山
さ
ん
一
番
の
こ
だ
わ
り
は
、

店
名
に
も
な
っ
て
い
る
「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
」。

「
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
サ
ク
サ
ク
の
パ
イ
生

地
を
味
わ
え
る
よ
う
に
」
と
、
注
文
を
受
け

て
か
ら
、
丁
寧
に
ク
リ
ー
ム
を
絞
り
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
3
日
間
で
約
１
０
０
０

個
も
の
ケ
ー
キ
を
作
る
と
い
う
職
人
。
今
年

の
ク
リ
ス
マ
ス
も
守
山
さ
ん
の
ケ
ー
キ
が
、

家
族
の
温
か
な
食
卓
に
華
を
添
え
ま
す
。

FILE №　042

ケーキ職人
（けーきしょくにん）

　11 月 7 日、8 日に開催された「かかみがはら
産業・農業祭」。今年はかかみがはら航空宇宙科
学博物館で行われ、多くの皆さんが訪れました。

【市民カメラマン：富田博道さん】
アーケードには、県内物産展の雰囲気がありまし
た。また、博物館の遊具もあり、子どもたちも大
いに楽しんでいました。多くの家族、親子連れな
どが訪れ、産業・農業祭と博物館の相乗効果で大
いににぎわっていました。

日本の伝統文化「茶道」に触れる ホワイエに響く珠玉のメロディー

地域の絆で助け合い

鵜沼第一小学校茶道体験 市民会館ホワイエコンサート 

自主防災訓練かかみがはら産業・農業祭

　日本の伝統文化に触れ、その良さを再認識しよ
うと、鵜沼第一小学校の 6年生児童が、中山道鵜
沼宿脇本陣で「茶道」を体験しました。
　客と亭主になりきり、実際にお茶をたてて、飲
み方やふるまい方を学びました。6年生の日置彩
乃さんは、「お茶をたてたことはありましたが、
実際に飲んだのは初めて。思ったよりおいしくて、
ぜひまた挑戦してみたいです」と満足そうな笑顔
を浮かべていました。　　　　　　(11 月 18 日 )

　11 月 19 日に市民会館で開催されたホワイエコ
ンサート。この日は、サクソフォンの中山順次さ
んと、ピアノの河村飛鳥さんが出演しました。
　コンサートでは、曲や作曲者の解説を交えなが
ら、クラシックや映画音楽などを、10 曲以上演奏。
2つの楽器が織りなす音色が、市民会館のロビー
に響き渡り、やがて大きな拍手へと変わりました。
　訪れた人達は皆、1音 1音に心を込めた演奏に
耳を傾けていました。

　鵜沼の宝積寺公民館周辺で、子どもから大人ま
で約 60 人が自主防災訓練に参加しました。
　ハイゼックス（耐熱性の炊飯袋）を使った炊き
出し訓練や豚汁のふるまい、救命講習会や放水訓
練など、地域の方々が非常時の対応を学びました。
　自治会長の横山重義さんは、「もしも災害が起
きてしまったときは、地元の助け合いが大切。災
害時にはこの訓練を生かしていきたいです」と、
真剣なまなざしで話していました。（11 月 15 日）

県
な
ど
を
中
心
に
県
下
一
円
に
拡
大
し
つ
つ

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
当
局
は
事
の
重
大

さ
に
所
轄
の
警
察
署
に
発
動
を
要
請
し
て
取

り
締
ま
り
を
強
化
さ
せ
た
。

　
事
の
発
端
は
小
作
料
を
巡
る
も
の
で
あ
っ

た
。
岐
阜
県
の
場
合
、
明
治
の
末
に
「
一
俵

四
斗
二
升
入
り
」
と
す
る
県
令
が
当
時
の
川か

わ

路じ

利と
し
あ
つ恭

知
事
の
名
前
で
出
さ
れ
て
混
乱
し
た

挙あ
げ

句く

、
数
年
後
に
再
び
元
の
「
一
俵
四
斗
入

り
」
に
戻
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
余
計
に

小
作
料
を
巡
っ
て
両
者
の
思
惑
な
ど
か
ら
争

議
に
拍
車
が
掛
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
作

側
は
小
作
組
合
を
作
っ
て
事
に
当
た
ろ
う
と

し
て
い
た
。

― 

つ
づ
く

12

「
よ
し
。
賛
成
」

「
僕
も
。
で
、
い
つ
に
す
る
」

「
じ
ゃ
あ
…
十
年
後
の
今
日
。
だ
か
ら
大
正

十
七
年
の
今
日
、
三
月
二
十
日
。
時
間
は
…

午
後
一
時
。
場
所
は
…
こ
こ
一
本
松
に
し
よ

う
。
忘
れ
る
な
よ
、
い
い
か
い
」

「
僕
は
必
ず
来
る
よ
。
何
が
あ
っ
て
も
」

兵ひ
ょ
う
ど
う
頭
は
即
座
に
言
い
切
っ
た
。

「
よ
し
決
ま
っ
た
。
そ
の
時
を
楽
し
み
に
お

別
れ
だ
」

「
じ
ゃ
あ
」

と
言
っ
て
、
竹
男
が
最
初
に
手
を
振
っ
た
。

麦
畑
を
渡
っ
て
く
る
春
風
が
三
人
の
昂
揚
し

た
頬
に
心
地
良
か
っ
た
。

（
二
）

　
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
二
月
。
全
国

各
地
で
起
き
て
い
た
小
作
争
議
が
岐
阜
県
に

も
波
及
し
て
き
て
い
た
。
揖
斐
・
本
巣
・
山

【これまでのあらすじ】大正7年（1918年）の稲葉郡蘇原村。平田竹男は、友人の大平田毅や兵頭とともに蘇原尋常小学校の卒業
　　　　　　　　　　式を迎える。それぞれ別の道へと別れる友人たちに、竹男は「いつかまた集まろう」と呼びかけるのだった…

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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ボタニカルアート
「みかん」

もともと山野草が好きで始め、今はサークルでボタニカ

ルアートを描いています。植物の大きさだけでなく、特

性も忠実に再現するボタニカルアート。正確に描くこと

ができたときの達成感が魅力です。葉脈や葉の重なる様

子を描くのが難しいですが、これからは葉の多い植物に

も挑戦して、うまく描けるようになりたいです。 松尾孝広さん
（前渡東町）

CITY
GALLERY

お気に入りの草花を、正確に描く

川嶋　陽
ひ ま り

里ちゃん（H25.9.1 生）

　　　陽
は る と

心ちゃん（H27.9.16 生）

元気に生まれてきてくれてありがとう。人を

思いやる、優しい心を持つ子に育ってね。

（優憲さん・奈々さん、那加荒田町）

はるくんのことが大好きなひまちゃん。これ

からも姉弟仲良く元気に育ってね♡

（彰泰さん・栄美子さん、那加野畑町）

松井　優
ゆうしん

心ちゃん（H26.10.30 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8310 人（男　7万 3315 人・女　7万 4995 人）

世帯｜ 5万 7705 世帯　　　　　　平成 27 年 11 月 1日現在
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